
母性看護学
目標Ⅰ．リプロダクティブ・ヘルスの基礎(概念、生理、倫理、法・制度)や動向および看護の基本的な理解を問う。

大項目 中項目 小項目 系統看護学講座の該当箇所
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ィ
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ヘ
ル
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に
関
す
る
看
護

A リプロダクティ
ブ・ヘルスに関す
る概念

a リプロダクティ
ブ・ヘルス／ライ
ツ

母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 1 章 D「リプロダクティブヘルス／ライ
ツ」(p.27～31)
母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 2 章「出生前からのリプロダクティブヘ
ルスケア」(p.14～60)
公衆衛生：第 7章 D-公衆衛生ナビ「性と生殖に関する健康と権利」(p.189)

b 性〈セクシュアリ
ティ〉

母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 1章 C「セクシュアリティ」(p.22～26)

c セックス、ジェン
ダー

母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 1章 C「セクシュアリティ」(p.22～26)

d 性の多様性(性同
一性障害、性分化
疾患、LGBT)

母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 1章 C「セクシュアリティ」(p.22～26)

B 生殖に関する生理 a ヒトの発生・性分
化のメカニズム

母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 3 章 A-2「妊娠と胎児の性分化」(p.113
～127)
解剖生理学：第 1 章 B-5「細胞の増殖と染色体」(p.43～46)、第 10 章 C「受精
と胎児の発生」(p.510～526)

b 性周期(初経、月
経)

成人看護学［9］(女性生殖器)：第 2章 B-3「性周期と性ホルモン」(p.28～30)
母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 3 章 A-1-4「女性生殖器の機能」(p.107
～113)
解剖生理学：第 10 章 B-5「女性の生殖機能」(p.507～510)

c 性行動、性反応 母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 1章 C「セクシュアリティ」(p.22～26)

d 受精、着床 成人看護学［9］(女性生殖器)：第 2章 B-5「妊娠の成立」(p.32～35)
母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 3章 A-2-1「妊娠の成立」(p.113～120)
母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 3章 A-1-2「妊娠の成立」(p.63～67)
解剖生理学：第 10 章 C「受精と胎児の発生」(p.510～526)

C リプロダクティ
ブ・ヘルスに関す
る世界・日本の動
向

a 出生に関する統計 母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 2章 A-2-1「母子保健統計」(p.64～74)

b 新生児・乳児・周
産期死亡に関する
統計

母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 2章 A-2-1「母子保健統計」(p.64～74)
公衆衛生：第 8章 B-1-1「日本の母子保健統計の動向」(p.202～205)

c 妊産婦死亡に関す
る統計

母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 2章 A-2-1「母子保健統計」(p.64～74)
公衆衛生：第 8章 B-1-1「日本の母子保健統計の動向」(p.202～205)

d 死産、流産、人工
妊娠中絶に関する
統計

母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 2章 A-2-1「母子保健統計」(p.64～74)
公衆衛生：第 8章 B-1-1「日本の母子保健統計の動向」(p.202～205)

D リプロダクティ
ブ・ヘルスに関す
る倫理

a プライバシーの保
護

母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 1章 G「母性看護における倫理」(p.49～
54)

b 自己決定の尊重 母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 1章 G「母性看護における倫理」(p.49～
54)

c 人工妊娠中絶と倫
理的課題

母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 1章 G「母性看護における倫理」(p.49～
54)、第 6章 D「人工妊娠中絶と看護」(p.283～289)
看護倫理：第 3 章 B-2「生殖に対する医療的介入の課題(2)障害を理由とする人
工妊娠中絶」(p.54～58)

d 生殖補助医療と倫
理的課題

母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 1 章 F-2-3「医療技術の進歩と課題」(p.
46～48)、G「母性看護における倫理」(p.49～54)
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大項目 中項目 小項目 系統看護学講座の該当箇所

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 2章 C「不妊治療と看護」(p.30～61)
看護倫理：第 3章 B-2「生殖に対する医療的介入の課題(1)生殖補助医療」(p.50
～54)

e 出生前診断と倫理
的課題

母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 1章 G「母性看護における倫理」(p.49～
54)
母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 2章 B「遺伝相談」(p.14～30)

E リプロダクティ
ブ・ヘルスに関す
る法や施策と支援

a 配偶者からの暴力
の防止及び被害者
の保護等に関する
法 律〈DV 防 止
法〉

母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 6 章 F「性暴力を受けた女性に対する看
護」(p.299～308)
社会保障・社会福祉：第 7章 C-2-4「DV対策」(p.212～213)
看護関係法令：第 8 章 B-7「配偶者からの暴力及び被害者の保護等に関する法
律」(p.248)
家族看護学：第 2 章 D-2-1「家族内におけるジェンダー役割とその問題」(p.79
～80)

b 性暴力被害者支援 母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 6 章 F「性暴力を受けた女性に対する看
護」(p.299～308)

c 虐待防止に関する
法律

母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 6章 G「児童虐待と看護」(p.308～316)
公衆衛生：第 8章 B-5「児童虐待防止のための母子保健活動」(p.217～220)
社会保障・社会福祉：第 7章 C-4-1「児童虐待の防止等に関する法律」(p.217～
219)
看護関係法令：第 8 章 B-7「配偶者からの暴力及び被害者の保護等に関する法
律」(p.248)

d 母体保護法 母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 2章 A-3「母性看護にかかわる法律」(p.
81～86)
看護関係法令：第 4章 B-3「母体保護法」(p.135～136)

e 女性の就労に関す
る法律

母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 2章 A-3「母性看護にかかわる法律」(p.
81～86)
母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 3章 D-2-6「妊婦の勤労」(p.161～165)、
第 6章 D-2「職場復帰」(p.375～378)
公衆衛生：第 10 章 D-4「男女共同参画とワークライフバランス」(p.358～359)
看護関係法令：第 8章 A-1「労働基準法」(p.234～238)、第 8章 A-6-5「雇用の
分野における男女の均等な機会及び待遇の確保等に関する法律」(p.244)

目標Ⅱ．ウィメンズヘルスに関する看護の基本的な理解を問う。

大項目 中項目 小項目 系統看護学講座の該当箇所

2

女
性
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各
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け
る
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A 思春期・成熟期女
性の健康課題

a 第二次性徴 成人看護学［1］(成人看護学総論)：第 1 章 A-2-1「青年期：大人になること」
(p.9～18)
小児看護学［1］(小児看護学概論)：第 5 章 2-2「第二次性徴の進行」(p.122)、
10-2「第二次性徴に関する援助」(p.139～140)
母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 5章 B-1-1「身体的特徴」(p.196～197)

b 性意識・性行動の
発達

母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 5 章 B-1-2「心理・社会的特徴」(p.197
～202)

c 家族計画、受胎調
節

母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 6章 A「家族計画」(p.252～258)
母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 6章 C-4「家族関係再構築への看護」(p.
364～366)

d 月経異常、月経随
伴症状

成人看護学［9］(女性生殖器)：第 5 章 C-1「月経異常・月経随伴症状」(p.173
～178)
母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 5章 B-2-1「月経異常」(p.202～208)

e 性感染症〈STI〉 成人看護学［9］(女性生殖器)：第 5章 D「感染症」(p.199～203)
母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 5 章 B-2-2「性感染症」(p.208～209)、
第 6 章 B「性感染症とその予防」(p.259～273)、C「HIV に感染した女性に対
する看護」(p.273～283)

f 不妊症(男性不妊
症、女性不妊症)

成人看護学［9］(女性生殖器)：第 5章 C-3「不妊症」(p.180～195)
母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 2章 C「不妊治療と看護」(p.30～60)
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大項目 中項目 小項目 系統看護学講座の該当箇所

g 女性生殖器の疾患
(子宮筋腫、子宮
内膜症)

成人看護学［9］(女性生殖器)：第 5 章 B-3-5「子宮筋腫」(p.124～127)、B-3-
6「子宮内膜症」(p.127～129)
母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 5章 C-2-1「月経困難症」(p.221～225)

B 更年期・老年期女
性の健康課題

a ホルモンの変化と
検査・治療

成人看護学［9］(女性生殖器)：第 5章 C-2「更年期障害」(p.178～180)
老年看護 病態・疾患論：第 1章 I「性機能の老化」(p.43～45)
母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 5 章 D-1「更年期・老年期女性の特徴」
(p.228～234)

b 更年期症状 成人看護学［9］(女性生殖器)：第 5章 C-2「更年期障害」(p.178～180)
母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 5 章 D-2「健康問題と看護」(p. 234～
250)

c 骨粗鬆症 母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 5 章 D-2「健康問題と看護」(p. 234～
250)
老年看護 病態・疾患論：第 1 章 H-2「骨代謝機能の老化」(p.4)、第 4 章 J-7
「骨粗鬆症」(p.237～240)

d 閉経 母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 5 章 D-1「更年期・老年期女性の特徴」
(p.228～234)

e 骨盤臓器脱、尿失
禁

母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 5 章 D-2「健康問題と看護」(p. 234～
250)

f 萎縮性腟炎、外陰
炎

成人看護学［9］(女性生殖器)：第 5 章 B-1-2「外陰炎」(p.103～104)、B-2-2
「萎縮性腟炎(老人性腟炎)」(p.110)、第 6章 E-11-c「萎縮性腟炎患者の看護」
(p.275～277)

目標Ⅲ．妊娠・分娩・産褥期および早期新生児期における看護について基本的な理解を問う。

大項目 中項目 小項目 系統看護学講座の該当箇所

3

妊
娠
・
分
娩
・
産
褥
期
お
よ
び
早
期
新
生
児
期
に
お
け
る
看
護
の
対
象
と
基
盤
と
な
る
概
念

A 対象理解の基盤と
なる概念

a 母性、父性、親性 母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 1章 A「母性とは」(p.2～14)
母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 1 章「子どもを産み育てることとその看
護を学ぶにあたって」(p.2～11)
公衆衛生：第 8 章 B-6「親性をはぐくむ母子保健活動(思春期含む)」(p.221～
222)

b 母親役割、父親役
割

母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 1 章 B「母子関係と家族発達」(p.14～
22)
母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 1 章「子どもを産み育てることとその看
護を学ぶにあたって」(p.2～11)、第 3 章 D-3-3「家族役割調整のための健康
相談・教育」(p.177～182)、第 4章 C-2「産婦と家族の心理・社会面のアセス
メント」(p.224～226)

c 母子相互作用、愛
着形成

母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 1 章 B「母子関係と家族発達」(p.14～
22)
母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 5章 B-1-10「親子関係の評価」(p.291～
293)、第 6章 A-2-1「褥婦の心理的変化」(p.326～329)

d 早期の母子接触 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 4章 E-4「分娩第 3・4 期の看護」(p.249
～250)

e 家族の発達・機能 母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 1 章 B「母子関係と家族発達」(p.14～
22)
母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 4 章 D-6「家族発達を促す看護」(p.246
～247)
家族看護学：第 2 章 C「家族機能」(p.45～63)、第 3 章 A-1「家族発達理論」
(p.86～91)

B 看護の基盤となる
概念

a 女性を中心とした
ケア
〈Women-cen-
tered care〉

母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 4 章 C-2「女性の意思決定を支える看護
技術」(p.172～175)

b 家族を中心とした
ケア〈Family-
centered care〉

母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 1 章 F-1-3「母性看護実践の中核となる
理念」(p.39～43)
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大項目 中項目 小項目 系統看護学講座の該当箇所

c ウェルネス 基礎看護学［1］(看護学概論)：第 3章 A-1-3「健康の拡大」(p.110)
母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 4章 A「母性看護における看護過程」(p.
156～166)

d エンパワメント 成人看護学［1］(成人看護学総論)：第 7 章 B-1「エンパワメント」(p. 222～
223)
母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 1 章 E-1「ヘルスプロモーションとは」
(p.32～33)
公衆衛生：第 8章 C-6「健康教育」(p.244～246)

e ヘルスプロモー
ション

母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 1 章 E-1「ヘルスプロモーションとは」
(p.32～33)
公衆衛生：第 1章 D-2「ヘルスプロモーション」(p.36～42)

f セルフケア 母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 1章 E-2「女性の生涯にわたる健康教育」
(p.33～37)

4

妊
娠
期
の
看
護

A 正常な妊娠の経過 a 妊娠期の定義 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 3章 A-1「妊娠の生理」(p.62～68)

b 妊娠の成立 母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 3章 A-2-1「妊娠の成立」(p.113～120)
母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 3章 A-1「妊娠の生理」(p.62～68)

c 妊娠の経過と胎児
の発育

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 3 章 A「妊娠期の身体的特性」(p.62～
81)、C「妊婦と胎児のアセスメント」(p.92～132)

d 母体の生理的変化 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 3 章 A-3「母体の生理的変化」(p.77～
81)

e 妊婦と家族の心
理・社会的変化

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 3章 B「妊娠期の心理・社会的特性」(p.
82～91)

f 妊娠による不快症
状

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 3 章 D-2-8「妊娠中のマイナートラブ
ル」(p.166～168)

B 妊婦・胎児の健康
と生活のアセスメ
ント

a 妊娠週数 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 3 章 C-1-11「妊娠時期の診断」(p.96～
98)

b 妊婦の健康状態と
胎児の発育

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 3章 C「妊婦と胎児のアセスメント」(p.
92～133)

c 食事と栄養 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 3 章 D-2-1「妊娠中の食生活」(p.136～
150)
栄養学：第 8章 F「妊娠期における栄養」(p.168～171)
栄養食事療法：第 15 章Ⅰ「妊産婦の栄養と食事」(p.216～224)

d 排泄 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 3章 D-2-2「排泄」(p.150～151)

e 活動と休息 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 3章 D-2-5「活動と休息」(p.157～168)

f 清潔 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 3章 D-2-3「清潔」(p.151～152)

g 性生活 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 3 章 D-2-7「妊娠中の性生活」(p.165～
166)

h 嗜好品(喫煙、ア
ルコール、カフェ
イン)

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 3 章 D-2-1「妊娠中の食生活」(p.136～
150)

i 妊婦健康診査 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 3章 C「妊婦と胎児のアセスメント」(p.
92～132)

j Leopold〈レオ
ポルド〉触診法

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 3 章 C-3-3「胎児の触知，胎位・胎向の
診断」(p.102～105)

k 子宮底・腹囲の測
定

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 3章 C-3-2「胎児発育の評価法」(p.95～
99)

l 間欠的胎児心拍数
聴取

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 3 章 C-4-3「妊婦・胎児の身体的健康状
態のアセスメント」(p.117～126)
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m 胎児心拍数陣痛
図、ノンストレス
テスト〈NST〉

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 3 章 C-3-4「胎児の健康状態」(p.105～
108)

n 胎児の超音波断層
法

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 3 章 C-3-2「胎児発育の評価法」(p.101
～102)

C 妊婦と家族への看
護

a 食生活の教育 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 3 章 D-2-1「妊娠中の食生活」(p.130～
145)

b 健康維持・増進、
セルフケアに関す
る教育

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 3 章 D「妊婦と家族の看護」(p.133～
183)

c マイナートラブル
への対処

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 3 章 D-2-8「妊娠中のマイナートラブ
ル」(p.166～168)

d 家族の再調整 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 3 章 D-3-3「家族役割調整のための健康
相談・教育」(p.177～183)
家族看護学：第 5章 G「周産期に関する家族看護」(p.263～273)

e 出産の準備 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 3 章 D-3-1「出産準備教育」(p. 168～
175)

f 育児の準備 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 3 章 D-3-2「育児準備のための健康相
談・教育」(p.175～177)

D 妊娠期の健康問題
に対する看護

a 不育症、流産、早
産

成人看護学［9］(女性生殖器)：第 5章 C-4「不育症」(p.195～199)
母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 7 章Ⅰ-E「妊娠持続期間の異常」(p.408
～411)

b 感染症 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 7 章Ⅰ-B「妊娠期の感染症」(p.390～
402)

c 常位胎盤早期剝離 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 7 章Ⅱ-D-5「常位胎盤早期剝離」(p.439
～440)

d 前置胎盤 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 7章Ⅱ-D-1-3「前置胎盤」(p.437～438)

e 妊娠高血圧症候群 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 7 章Ⅰ-C-2「妊娠高血圧症候群」(p.402
～404)、Ⅰ-G-6「妊娠高血圧症候群妊婦の看護」(p.419～420)

f 妊娠糖尿病 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 7 章Ⅰ-A-4-2「糖代謝異常合併妊娠」
(p.384～386)、Ⅰ-G-5-2「糖代謝異常合併妊娠」(p.418～419)

g 出生前診断 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 2 章 B-2「出生前診断」(p.16～17)、B-
3「出生前診断の実際」(p.17～23)

h 妊娠貧血 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 3 章 D-2-1「妊娠中の食生活」(p.136～
150)

i 妊娠悪阻 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 7章Ⅰ-C-1「妊娠悪阻」(p.402)

j 高年妊娠、若年妊
娠

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 7 章Ⅰ-G-1「高年妊婦の看護」(p.414～
415)、Ⅰ-G-2「若年妊婦の看護」(p.416～417)

k 胎児機能不全 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 7 章Ⅱ-E「胎児機能不全」(p. 444～
446)、Ⅱ-J-3「胎児機能不全を生じるリスクのある産婦の看護」(p.469～472)

5

分
娩
期
の
看
護

A 正常な分娩の経過 a 分娩期の定義 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 4章 A-1「分娩とは」(p.184～185)

b 分娩の 3要素 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 4章 A-2「分娩の 3要素」(p.185～191)

c 分娩の経過 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 4 章 B「分娩の経過」(p.196～211)、C-
1「産婦と胎児の健康状態のアセスメント」(p.212～224)

B 産婦・胎児の健康
のアセスメント

a 産婦の健康状態 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 4 章 C-1「産婦と胎児の健康状態のアセ
スメント」(p.212～224)

b 分娩経過と進行 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 4 章 B「分娩の経過」(p.196～211)、C-
1「産婦と胎児の健康状態のアセスメント」(p.212～224)
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c 陣痛、産痛 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 4 章 B-3「産 痛」(p. 200～203)、C-1
「産婦と胎児の健康状態のアセスメント」(p.211～224)

d 産道 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 4章 A-2-2「産道」(p.188～190)

e 破水 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 4 章 B-1-3「分娩第 2 期(娩出期)」(p.
199)

f 胎児の健康状態 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 4章 B-4「分娩が胎児に及ぼす影響」(p.
023～205)、C-1「産婦と胎児の健康状態のアセスメント」(p.212～224)

g 産婦と家族の心
理・社会的状態

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 4章 B-5「産婦の心理・社会的変化」(p.
205～211)

h 連続的胎児心拍数
モニタニング

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 4 章 B-4-2「胎児心拍数への影響」(p.
203～204)

C 産婦と家族への看
護

a 産婦の基本的ニー
ズへの支援

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 4 章 D「産婦と家族の看護」(p.227～
247)

b 産痛の緩和と分娩
進行に対応した看
護

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 4章 D-3「安楽な分娩への看護)(p.229～
236)、D-4「出産体験が肯定的になる(よいお産になる)ための看護」(p.236～
243)

c 産婦と家族の心理
への看護

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 4 章 E「分娩期の看護の実際」(p.247～
260)
家族看護学：第 5章 G「周産期に関する家族看護」(p.263～273)

D 分娩期の健康問題
に対する看護

a 前期破水 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 7 章Ⅱ-D-3「卵 膜の異常」(p. 441～
442)、Ⅱ-J-1「破水が生じた産婦の看護」(p.465～467)

b 帝王切開術 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 7 章Ⅱ-I-5「帝王切開」(p.461～464)、
Ⅱ-K-1「帝王切開術を受ける産婦の看護」(p.472～479)

c 分娩時異常出血 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 7 章Ⅱ-H「分娩時異常出血」(p.452～
457)、Ⅱ-L「分娩時異常出血のある産婦の看護」(p.483～489)

d 胎児機能不全 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 7 章Ⅱ-E「胎児機能不全」(p. 444～
446)、Ⅱ-J-3「胎児機能不全を生じるリスクのある産婦の看護」(p.469～472)

e 陣痛異常(微弱陣
痛、過強陣痛)

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 7章Ⅱ-B-1「陣痛の異常」(p.427～429)

6

産
褥
期
の
看
護

A 正常な産褥の経過 a 産褥期の定義 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 6章 A-1-1「産褥の定義」(p.322)

b 産褥期の身体的特
徴

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 6 章 A-1「産褥期の身体的変化」(p.322
～325)

c 全身の変化 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 6章 A-1-5「全身の変化」(p.325)

d 生殖器の変化 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 6 章 A-1-2「子宮の復古と悪露」(p.322
～324)

e 乳房の変化 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 6章 A-1-3「乳汁分泌」(p.324～325)

f 褥婦と家族の心
理・社会的変化

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 6 章 A-2「産褥期の心理・社会的変化」
(p.325～334)

B 褥婦の健康と生活
のアセスメント

a 全身状態 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 6 章 B「褥婦のアセスメント」(p.320～
331)

b 子宮復古 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 6章 B-1-1「退行性変化」(p.334～335)

c 分娩による損傷の
状態

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 6 章 B「褥婦のアセスメント」(p.334～
345)

d 母乳育児の状況、
栄養法

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 6 章 B-2-2「褥婦の身体の状態」(p.337
～343)、C-3-1「児の栄養(授乳)」(p.357～363)
栄養学：第 8章 A「乳児期における栄養」(p.152～156)

e 食事と栄養 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 6 章 B-2-2「褥婦の身体の状態」(p.337
～343)、C-1-1「褥婦のセルフケアの不足に対する看護」(p.345～355)
栄養学：第 8章 G「授乳期における栄養」(p.171～172)
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栄養食事療法：第 15 章Ⅰ「妊産婦の栄養と食事」(p.216～224)

f 排泄 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 6 章 B-2-2「褥婦の身体の状態」(p.337
～343)、C-1-1「褥婦のセルフケアの不足に対する看護」(p.345～355)

g 活動と休息 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 6 章 B-2-3「褥婦の生活パターンとセル
フケアレベル」(p.343～344)、C-1-1「褥婦のセルフケアの不足に対する看
護」(p.345～355)

h 清潔 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 6 章 B-2-3「褥婦の生活パターンとセル
フケアレベル」(p.343～344)、C-1-1「褥婦のセルフケアの不足に対する看
護」(p.345～355)

i 褥婦と家族の心
理・社会的状態

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 6 章 B-2「褥婦の健康状態のアセスメン
ト」(p.336～345)

j 育児準備 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 6 章 D-1「育児不安と育児支援」(p.367
～372)

C 褥婦と家族への看
護

a 産褥復古に関する
支援

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 6 章 C-1「身体機能の回復および進行性
変化への看護」(p.345～367)

b 母乳育児への支援 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 6 章 C-3-1「児の栄養(授乳)」(p.357～
363)

c バースレビュー 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 4 章 D-4-3「出産体験のふり返りへの看
護」(p.242～243)

d 褥婦の日常生活と
セルフケア

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 6 章 C-1「身体機能の回復および進行性
変化への看護」(p.345～356)

e 食生活の教育 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 6 章 C-1「身体機能の回復および進行性
変化への看護」(p.345～356)

f 親子の愛着形成の
支援

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 6 章 A-2「産褥期の心理・社会的変化」
(p.325～334)

g 育児技術獲得への
支援

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 6 章 C-3「育児にかかわる看護」(p.356
～364)

h 家族の再調整 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 6章 C-4「家族関係再構築への看護」(p.
364～366)
家族看護学：第 5章 G「周産期に関する家族看護」(p.263～273)

D 産褥期の健康問題
に対する看護

a 帝王切開術後 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 7 章Ⅳ-E-3-1「健康上の問題をかかえる
褥婦の看護」(p.526～527)

b 子宮復古不全 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 7章Ⅳ-A「子宮復古不全」(p.514～515)

c 産褥熱 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 7章Ⅳ-B-1「産褥熱」(p.485)

d 乳腺炎 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 7 章Ⅳ-B-5「乳腺炎」(p.516)、Ⅳ-E-2
「乳房トラブル」(p.523～526)

e 産後精神障害 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 7 章Ⅳ-D「精神障害」(p.516～517)、Ⅴ
「メンタルヘルスの問題をかかえる母親の支援」(p.541～550)
精神看護学［1］(精神看護の基礎)：第 5 章 C-6-7「周産期にあらわれやすい心
的不調」(p.218～220)

f 尿路感染、排尿障
害

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 7 章Ⅳ-B-4「泌尿器感染症」(p. 515～
516)

g 死産、障害がある
新生児を出産した
親

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 7 章Ⅳ-E-3-2「児に健康上の問題がある
ときの褥婦の看護」(p.527～529)、Ⅳ-G「児を亡くした褥婦・家族の看護」
(p.535～541)
家族看護学：第 5章 D「先天奇形をもつ児の家族看護」(p.227～236)

7

早
期
新
生
児

期
の
看
護

A 早期新生児の特徴
と生理的変化

a 新生児期の定義と
特徴

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 5章 A「新生児の生理」(p.262～281)

b 神経系 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 5 章 A-2-10「新生児の反射」(p.280～
281)、A-2-11「新生児の感覚機能」(p.281)
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c 運動器系 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 5 章 A-2-10「新生児の反射」(p.280～
281)

d 感覚器系 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 5 章 A-2-11「新生児の感覚機能」(p.
281)

e 循環器系 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 5 章 A-2-3「新生児の循環」(p. 270～
271)

f 生体の防御機能 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 5章 A-2-8「新生児の免疫」(p.275)

g 呼吸器系 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 5 章 A-2-2「新生児の呼吸」(p. 269～
270)

h 消化器系 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 5 章 A-2-5「新生児の消化と吸収」(p.
271～272)

i 代謝系 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 5 章 A-2-6「ビリルビン代謝と生理的黄
疸」(p.272～274)、A-2-7「腎機能」(p.274～275)

j 泌尿器系 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 5章 A-2-7「腎機能」(p.274～275)

k 体温調節 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 5章 A-2-4「新生児の体温」(p.271)

B 早期新生児の健康
と発育のアセスメ
ント

a Apgar〈アプガー〉
スコア

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 5 章 B-1-3「出生直後の評価」(p.284～
285)

b 成熟度の評価 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 5章 B-1-4「発育の評価」(p.285)

c 外観 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 5章 B-1-6「外表所見の評価」(p.286)、
B-2-2「子宮外生活への適応状態のアセスメント」(p.297～303)

d バイタルサイン 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 5 章 B-2-1「基礎的情報の収集」(p.293
～297)

e 皮膚、皮膚色 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 5 章 B-1-9「新生児の皮膚」(p. 275～
280)

f 頭部、顔面 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 5章 B-1-6「外表所見の評価」(p.286)、
B-2-2「子宮外生活への適応状態のアセスメント」(p.297～303)

g 体幹、四肢 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 5 章 A-1-5「新生児の姿勢」(p. 264～
266)、B-2-2「子宮外生活への適応状態のアセスメント」(p.297～303)

h 外性器 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 5 章 B-2-2「子宮外生活への適応状態の
アセスメント」(p.297～303)

i 神経学的状態 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 5 章 A-2-10「新生児の反射」(p.280～
281)、A-2-11「新生児の感覚機能」(p.281)

j 生理的体重減少 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 5 章 B-2-2「子宮外生活への適応状態の
アセスメント」(p.297～303)

k 生理的黄疸 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 5 章 A-2-6「ビリルビン代謝と生理的黄
疸」(p.264～266)

l 哺乳力 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 5 章 B-2-3「新生児の生活のアセスメン
ト」(p.303～305)

m 排尿、排便 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 5 章 B-2-2「子宮外生活への適応状態の
アセスメント」(p.297～303)

n 新生児マススク
リーニング

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 5 章 B-1-8「新生児マススクリーニン
グ」(p.287～289)

C 早期新生児と家族
への看護

a 気道の開通 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 5 章 A-2-1「子宮外適応現象」(p.266～
269)、A-2-2「新生児の呼吸」(p.269～270)、C-1「出生直後の看護」(p.306)

b 保温 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 5 章 A-2-4「新生児の体温」(p.271)、
C-1「出生直後の看護」(p.306)

c 全身計測 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 5 章 B-2-1「基礎的情報の収集」(p.293
～297)
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d 全身の観察 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 5 章 B-2-2「子宮外生活への適応状態の
アセスメント」(p.297～303)

e 清潔 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 5章 C-2-1「身体の清潔」(p.307～314)

f 哺乳 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 5 章 C-2-3「新生児の栄養」(p. 315～
316)

g 感染予防 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 5 章 C-2-4「新生児と医療事故，医療安
全，感染予防」(p.316～317)

h 事故防止 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 5 章 C-2-4「新生児と医療事故，医療安
全，感染予防」(p.316～317)

i 保育環境 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 5 章 C-3-2「児の養育環境の確認」(p.
318)

D 早期新生児の健康
問題に対する看護

a 先天異常の新生児 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 5章 B-1「新生児の診断」(p.270～283)

b 早産児、低出生体
重児

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 7章Ⅲ-C「低出生体重児」(p.497～506)

c 新生児一過性多呼
吸〈TTN〉

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 7章Ⅲ-C「低出生体重児」(p.497～506)

d 呼吸窮迫症候群
〈RDS〉

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 7 章Ⅲ-C-2-1「呼吸窮迫症候群」(p.498
～499)

e 胎便吸引症候群
〈MAS〉

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 7章Ⅱ-D-4-3「羊水混濁」(p.416)

f 高ビリルビン血症 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 7 章Ⅲ-D「高ビリルビン血症」(p.506～
513)

g 新生児ビタミン
K欠乏症

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 7章Ⅲ-E「新生児・乳児ビタミンK欠乏
性出血症」(p.513～514)

h 低血糖症 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 7章Ⅲ-C「低出生体重児」(p.497～506)

目標Ⅳ．周産期医療のシステムと母子保健施策の活用についての基本的な理解を問う。

大項目 中項目 小項目 系統看護学講座の該当箇所
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A 周産期医療のシス
テム

a 母体搬送 母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 2章 B「母性看護の提供システム」(p.92
～97)

b 新生児搬送 母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 2章 B「母性看護の提供システム」(p.92
～97)

c チーム医療 母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 2章 B「母性看護の提供システム」(p.92
～97)

d 周産期医療ネット
ワーク

母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 2章 B「母性看護の提供システム」(p.92
～97)

B 母子保健法に関す
る施策の活用

a 妊婦健康診査 母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 3 章 C-4-1「妊娠経過の診断(妊婦健康
診含む)」(p.109～111)
公衆衛生：第 8章 B-3-2「妊産婦保健指導・訪問指導、妊婦健康診査」(p.213)
社会保障・社会福祉：第 7章 C-2-2「母子保健法と母子保健施策」(p.208～211)
看護関係法令：第 4章 B-2「母子保健法」(p.132～134)

b 新生児訪問指導 公衆衛生：第 8章 B-4-1「乳幼児保健指導・訪問指導」(p.213～214)
社会保障・社会福祉：第 7章 C-2-2「母子保健法と母子保健施策」(p.208～211)
看護関係法令：第 4章 B-2「母子保健法」(p.132～134)

c 乳幼児健診 公衆衛生：第 8章 B-4-2「乳幼児健康診査」(p.214～216)
社会保障・社会福祉：第 7章 C-2-2「母子保健法と母子保健施策」(p.208～211)
看護関係法令：第 4章 B-2「母子保健法」(p.132～134)

d 未熟児養育医療と
未熟児訪問指導

公衆衛生：第 8 章 B-3-表 8-3「乳幼児を対象とする公費負担医療の例」(p.
212)、B-4-1「乳幼児保健指導・訪問指導」(p.213～214)

母
性
看
護
学

母性看護学 129



大項目 中項目 小項目 系統看護学講座の該当箇所

社会保障・社会福祉：第 7章 C-2-2「母子保健法と母子保健施策」(p.208～211)
看護関係法令：第 4章 B-2「母子保健法」(p.132～134)

C 子育て支援に関す
る施策の活用

a 産前・産後休業、
育児休業

母性看護学［2］(母性看護学各論)：第 3章 D-2-6「妊婦の勤労」(p.161～165)、
第 6章 D-2「職場復帰」(p.375～378)
公衆衛生：第 10 章 D-3「男女共同参画とワークライフバランス」(p.358～359)
看護関係法令：第 8章 A-1「労働基準法」(p.234～238)

b 妊娠・出産包括支
援

母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 2章 A-4「母性看護にかかわる施策」(p.
86～92)
社会保障・社会福祉：第 7章 C-2-2「母子保健法と母子保健施策」(p.208～211)

c 子ども・子育て支
援事業

公衆衛生：第 8章 B-4-3「育児支援」(p.216～217)
社会保障・社会福祉：第 7章 C-3「少子化対策と子育て支援」(p.214～217)
看護関係法令：第 7章 B-2-1「子ども・子育て支援法」(p.217～218)

d 在留外国人の母子
支援

母性看護学［1］(母性看護学概論)：第 6 章 H「国際化社会と看護」(p.317～
326)
看護の統合と実践［3］(災害看護学・国際看護学)：第 4 章 D「文化を考慮した
看護」(p.270～277)

e 災害時の母子支援 看護の統合と実践［3］(災害看護学・国際看護学)：第 2 章 E-1「子どもに対す
る災害看護」(p.143～148)、E-2「妊産婦に対する災害看護」(p.148～151)
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